
 

 

  「SEISA Africa Asia Bridge 2021」の成功を願って  
            

 星槎中学高等学校校長  金 子   肇 

 

 「緊急事態宣言」が解除されて、新型コロナ感染拡大も収束するかのように、新規感染者が減り

続ける毎日が続いておりますが、保護者の皆様におかれましてはますますお元気にお過ごしのこと

と存じます。 

 

昨年の「SEISA Africa Asia Bridge 2020」は、コロナ禍にも拘わらず、６ヵ国のアフリカの大使館

の大使や要人をはじめ、アジアの国々も含め３０カ国の人々、保護者や若葉台地域、そして保護者会

OB「わかば」の皆様方の多大なご協力のもと、オンラインで行い、55,000 名を超える人々が参加

して盛大なイベントとなり、多くの成果をあげることができました。ご多忙の中、とりわけ保護者

の皆様方には、絶大なご協力をいただきありがとうございました。 

 

さて、今年も「SEISA Africa Asia Bridge 2021」を、１１月１３日（土）に開催します。今年の

「SEISA Africa Asia Bridge 2021」は、新型コロナ感染拡大を防ぐため、昨年と同様オンライン

で実施するために、午前中は、外務省、神奈川県、横浜市、アフリカの国々の大使館を代表して

エリトリアの大使など、ごく限られた要人によるオープニングセレモ二ーを行います。さらに、

国際連合「ＵＮＤＰ」と日本とライブ中継で、戦略アドバイザー、JICA 横浜所長、星槎グループ宮澤

会長の３人による「共生」や「SDGs」の１７の目標実現に向けた取り組みを中心に対談を行います。 

 

生徒たちは、オンラインでアフリカやアジア等を「知る」「感じる」「考える」「つながる」の目標

の実現をめざし、未知への挑戦的な学習を一層充実させ、アフリカやアジアの国々等との交流を

一層深めるきっかけにしたいと考えています。 

 

保護者の皆様方には、オンラインによる参加となりますが、「SEISA Africa Asia Bridge 2021」

が成功裡に終わりますよう、オンラインを通して絶大な応援をよろしくお願い申し上げます。 
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アフリカそしてアジアは世界の中でも、最も変化のある大き

な地域として注目されており、自治人が持つ多様性にもまた、

共生への大きなヒントが隠されています。 
 

１１月１３日(土)、第７回目を迎える SEISA Africa Asia 

Bridge ２０２１が開催されます。今回は代表生徒を除き、自宅

からオンラインで参加します。また、生徒は１１月８日（月）より

ＳＡＡＢの準備期間となり、学年ごとにグループを作ってチーム

で準備と学びを行います。当日はぜひご家庭からオンラインで

この『史上最大の学びの祭典』にご参加ください。 
 

今回は盛りだくさんのプログラムから、番組の見どころをい

くつか紹介していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGsプレゼンテーション大会のファイナルラウンド。 

SAABの目玉企画の一つ。 

生徒自ら問題を調査・追及し未来を切り開く。 
 

 

ウガンダプレミアリーグ１部のソルティーロ・ブライト・スターズ FCの 

選手の 1日ルーティーンを紹介。 

アフリカのサッカー選手の 1日を体験できる企画。 

ウガンダへの文房具寄付企画も展開中！✏📓 
 

 

今年は協力隊活動体験談に加え、帰国後に「国際機関の職員」として 

活躍中のゲストの方にお話をいただきます。 

また、JICA横浜発信のトークセッション「日系社会を体験する」にもご期待ください。 

 



 

 

１０月２７日(水)、午後の時間を使用して生徒総会が行われました。 

今回もオンラインを活用し、１年生はメイン会場である体育館で、２・３年生は各教室の 

ＺＯＯＭで参加しました。今回の総会で議案として挙げられたものは以下の４つでした。 
 

⑴ 制服移行期間の延長 

⑵ 食品自動販売機でのおにぎり販売 

⑶ 校庭のベンチの追加 

⑷ 昼休みにおけるカードゲーム・ボードゲームの使用の許可 
 

投票を行った結果、すべて過半数を超える賛成票であったため生徒会本部役員がまとめ、 

職員会議にて提出されます。その結果は再び生徒会からお知らせいたしますので、お楽しみに！ 
 

１０月２９日(金)、新横浜公園野球場において、第２０回宮澤杯

野球大会が行われました。 

今回はコロナ禍ということを考慮し、複数のチーム(校舎)が集

合してのトーナメント戦ではなく、ブロックごとに校舎を分けるオ

ープン大会形式で行われました。 

星槎高校の対戦相手は「星槎学園 横浜ポートサイド校」でした。 

結果は初回から星槎高校が先制し、そのまま試合を優位に進め、 

７－３で勝利することができました。 

また、３年生にとってはこの宮澤杯が最後の大会となりました。

勝利したことは勿論ですが、悔いが残らぬよう、「楽しむ事」と「感

謝する事」を忘れずに精一杯プレイすることができました。 

試合終了後は主将の交代も発表され、後輩へ新たなバトンが

託されました。 
 

 



１０月１８日（月）、星槎中高の飼育栽培委員の生徒に横浜ほたるの会

会長の丸茂先生より、蛍の幼虫を預かり、また蛍の生体についての講義

がありました。蛍はきれいな水質でしか育つことができません。蛍の飼

育を通し、生徒が自然やこれからの地球環境について考えるきっかけに

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日 曜 予  定 

1 月 全校集会 

2 火  

3 水  文化の日 

4 木  am 平常授業  ｐｍ ＳＡＡＢ2021準備 

5 金  

6 土  

7 日  

8 月                                   SAAB2021準備期間（授業なし） 

9 火  

10 水  

11 木  

12 金  家庭料理技能検定（希望者のみ・４級） 

13 土  SEISA Africa Asia Ｂｒｉｄｇｅ 2021 （生徒オンライン参加） 

14 日  家庭料理技能検定（希望者のみ・３級） 

15 月  am ＳＡＡＢ片付け・振り返り授業 / ｐｍ 授業なし 

16 火  ｐｍ ３年生卒業アルバム写真撮影 

17 水  

18 木 NYプログラム オンライン交流 

19 金  

20 土  

21 日  

22 月  am 授業参観 

23 火  勤労感謝の日 

24 水  

25 木  

26 金 am 授業参観 

27 土 am 保護者会 / ｐｍ さわらびの会主催講演会 

28 日  

29 月  ３年生食生活選択テーブルマナー講習 

30 火  

 

 

・１日（水）～３日（金）：後期中間試験 

・１３日（月）・１４日（火）・１６日（木）～２０日（月）：生徒面談・体験学習 

・１４日（火）：星槎OPクリエイティブ部門リハーサル 

・１５日（水）：星槎OPクリエイティブ部門＠カルッツ川崎（出場生徒のみ） 

・１７日（金）：１年生みかん狩り 

・２２日（水）：大掃除 

・２３日（木）：冬休み前最終登校日/全校集会 

～1２月の予定～ 


